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【序】有機電界効果トランジスタは溶液プロセスで簡便に作成でき、そ

の特性は用いる有機分子の配列に大きく依存する。これらの点に着目し、

有機溶媒に対する溶解性を保ちつつオリゴチオフェンのパイ共役系を側

鎖に拡張した 1 -3 と、液晶相を利用

した分子の配向制御を意図したオリ

ゴ チ オ フ ェ ン 4 ,5 を 合 成 し た

（ Scheme  1）。 1 -5 を用いて電界効果

トランジスタを作成し、特性を調べ

た。  
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Scheme 1

【結果と考察】ポリエン鎖は Wit t ig -Horner反応によりオリゴチオフェン

骨格へ導入した（ 1 -3）。またエチニルスペーサを導入した 4 と 5 は薗頭

反応により合成した。 4 と 5 の DSC測定からいくつかの液晶相の存在を

調べ、その相系列を偏光顕微鏡により同定した。電界効果トランジスタ

は SiO 2 酸 化 膜 付 き の nド ー プ シ リ コ ン

基盤上に作成した。図１に 4 を用いて

ドロップキャストで作成したボトムコ

ンタクトタイプのトランジスタの出力

特 性 を 示 す 。 モ ビ リ テ ィ は 1 .5×10 - 2  

cm 2 4/Vs、オンオフ比は 10 であった。

現在、デバイス作成の最適化及び液晶

相を介した分子配向制御について検討

している。  


